
I字型 グリッドシェルフS　I字型
Item.No　KEF-GS24
Ｗ:Ｐ116.7

・組立には必ず軍手や手袋などで手を保護してから行なってください。

・フレームの切断面は鋭利になっていることがございますので、ご注意ください。

・叩いたり、強い衝撃を与えないでください。破損して怪我をする恐れがあります。

・ストーブなどの熱源を近づけないでください。

・グリッドシェルフの開口幅が広い場合には、たわみが発生することがあります。

・不安定な場合は壁面などに固定し、必ず転倒防止措置を行なってください。

構成部品

取り扱い注意

基本グリッド構成

グリッドシェルフ
取り扱い及び組立説明書　 Standard Units Supply Corp.

本図は6グリッドｘ3グリッドのサイズです。

このたびはエコムス製品をご購入いただきまして、誠にありがとうございます。
本製品を正しくお使いいただくために必ずお読みください。

十字型 グリッドシェルフS　十字型
Item.No　KEF-GS14
H:Ｐ116.7ｘＷ:Ｐ116.7

Ｔ字型 グリッドシェルフS　T字型
Item.No　KEF-GS34
H:Ｐ116.7ｘＷ:Ｐ58.4

ＭＩ字型 グリッドシェルフS　MI字型
Item.No　KEF-1214
Ｗ:Ｐ141.7

グリッドシェルフは下記の6部品から構成されています。
お客様の仕様によっては使用しないフレームも含まれています。

組立に当たってご用意いただくもの

軍手 六角ビット2.5電動ドリル

Grid  Shelf

Ｌ字型 グリッドシェルフS　L字型
Item.No　KEF-GS44
H:Ｐ58.4ｘＷ:Ｐ58.4

単位:mm  ※( )は外寸です

175グリッド

L字型

T字型

SI字型十字型

400グリッド

L字型

十字型

T字型

MI字型

セットスクリュー Ｍ5 セットスクリューＭ5ｘ16
Item.No　SFB-5B5S
※Ｍ5ｘ30　Item.No　SFB-5B3S

L字型

T字型

I字型

ＳＩ字型 グリッドシェルフS　SI字型
Item.No　KEF-GS64
Ｗ:Ｐ58.4

350グリッド

十字型



グリッドシェルフ
取り扱い及び組立説明書　 Grid  Shelf

組立説明（パーツでご購入いただいた場合）

組立スペースを確保してください。

角部分から仮組みを行なう。

片方の面からビス止めをする。

裏返してもう片面もビス止めをする。

3

4

本組立説明は6グリッドｘ3グリッドのサイズを基準としています。
お客様の仕様によっては多少異なる部分がありますのでご了承ください。

1

2

グリッドシェルフの完成サイズよりやや広いスペースを確保し、
床に傷が付かないように養生をしてください。

また、平面が保てるようコンパネ等を敷くことを推奨いたします。

※組立は平らな場所で寝かせた状態で行ってください。

フレームの向きに注意して角部分から順に、フレームの勘合部の
溝同士をスライドさせて仮組みを行なってください。

全て仮組みを終えたら、型材を寄せ勘合部の丸い穴の形状を保った状態で、付属のビス（セットスクリューＭ5）を
ネジ込んで行きます。勘合部にはネジは切られていませんが、そのままネジ込めます。

片面のビス止めを全て終えたら、裏返してもう片面も

同じようにビス止めをしてください。

裏表全てのビス止めを終えたら立ち上げて完成です。

※グリッドシェルフの奥行きが500ｍｍ未満の場合はセットスクリューＭ5ｘ16を使用し、500以上の場合はセットスクリューＭ5ｘ30を

使用してください。

※前後共ビス止めをするとズレの修正はできなくなりますのでご注意ください。

※立ち上げた状態でビス止めを行なうと作業が楽に行なえます。（最下段はシェルフを傾けてビス止めを行ないます）

フレームの向きに注意

正面から見て
左上のＬ字型の向き

※ネジ込みがしづらい場合、①②の箇所に市販の潤滑油を塗布してください。
①ネジ込みの抵抗を減らすため　

②ビットの嚙み込みを防止するため　

1

2



Grid  Shelf

組立説明（一部組立てでのご購入・分割発送の場合）
本組立説明は6グリッドｘ3グリッドのサイズを基準としています。
お客様の仕様によっては多少異なる部分がありますのでご了承ください。

1 グリッドシェルフの向きを揃える。

立ち上げた状態で分割されているシェルフを繋ぎます。連結部に相当するフレーム（Ｉ字型など）を中央のグリッド
①へ差込み、付属のビス（セットスクリューＭ5）でビス止め（3箇所）を行なってください。ビス止めはＡ→Ｂ→Ｃの順

番で行なうと作業がスムーズです。同様に②→③→④とすべて連結していきます。（④のフレームを差し込むとき
はシェルフを後へ少し傾けた状態で行なってください。）

添付されている図面と照らし合わせて、全ての部品が揃っているかご確認ください。

勘合部の形状に注意し分割されているシェルフの向き（上下左右表裏）を揃え仮置きします。

フレームの向きに注意

ビス止め順はＡ→Ｂ→Ｃ

B

ビス止め順はＡ→Ｂ→Ｃ

Ａ

ビス止め順はＡ→Ｂ→Ｃ

C
1

2

4

3

連結する順番

正面から見て
左上のＬ字型の向き

正面から見て
左上のＴ字型の向き

付属品：連結部分のフレーム・セットスクリューＭ5

フレームの向きに注意

小口のズレが調整できたら裏側の面もビス止めをします。
（セットスクリューＭ5）
最下段はシェルフを傾けた状態でビス止めを行なってください。

裏表全てのビス止めを終えたら完成です。

※シェルフが倒れないようご注意ください。

※シェルフの形状によっては寝かせた状態で行なった方が作業が楽な場合があります。

エコムスグループ

〒103-0001

東京都中央区日本橋小伝馬町1-7　スクエア日本橋３Ｆ

TEL: 03-5652-2393 / FAX:03-5652-2394

Email : ecoms@sus.co.jp

公式Instagram：＠ecoms_by.sus

ホームページ：https://ecoms.sus.co.jp/

GS-004 2405改定

※床を傷つけないように養生をしてください。

※平面が保てるようコンパネ等を敷くことを推奨いたします。

※ビス止めする際はシェルフが倒れないようご注意ください。

※シェルフの形状によっては寝かせた状態で行なった方が作業が楽な場合があります。

裏側の面もビス止めをする。3

分割されているシェルフを繋ぎビス止めをする。2


